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新規陽性者数（７日間平均） 増加率

新型コロナウイルスの感染状況

 東京都の新規陽性者数（7/24） ：24,543人 ※７日間移動平均

 増加率対前週比（7/24） ：160.5％

新規陽性者数
（７日間移動平均）

24,543人

増加率

160.5％

（人）

新規陽性者数
（７日間移動平均）

18,562人

資料１



モニタリング項目 前回の数値
（7月13日公表時点）

現在の数値
（7月20日公表時点）

これまでの
最大値※5

医療提供体制の分析（オミクロン株対応）

（令和４年７月２０日公表時点）

（
参
考
指
標
）

指
標

（１）病床使用率
（新型コロナウイルス感染症患者のための病床全体のひっ迫度を把握）

（４）救命救急センター内の重症者用病床使用率※3

（救命救急医療体制のひっ迫度を把握）

（２）オミクロン株の特性を踏まえた重症者用病床
使用率※1

（３）入院患者のうち酸素投与が必要な方の割合

（５）救急医療の東京ルールの適用件数※4

（救急医療体制のひっ迫度を把握）

※1・・・特定集中治療室管理料又は救命救急入院料を算定する病床の患者数及び人工呼吸器又はＥＣＭＯの装着又はハイフ
ローセラピーを実施する患者数の合計/特定集中治療室管理料又は救命救急入院料を算定する病床数及び人工呼吸
器又はＥＣＭＯの装着又はハイフローセラピーを実施可能な病床数の合計

※3・・・救命救急センター内で特定集中治療室管理料又は救命救急入院料を算定する全ての患者数の合計/救命救急センター内
で特定集中治療室管理料又は救命救急入院料を算定する全ての病床数の合計

※2・・・病床の使用状況や患者の重症度により変動

※4・・・救急隊による5医療機関への受入要請又は選定開始から20分以上経過しても搬送先が決定しない事案

※5・・・（２） （３） （４）は2022年2月2日公表時点以降の最大値
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３回目ワクチンの接種状況

 感染拡大防止の観点から積極的に接種の検討を

 接種後はＴＯＫＹＯワクションへの登録を
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大学等へのＴＯＫＹＯワクチンバスの派遣

✓ 都内の大学に在籍する学生などに対し、
「TOKYOワクチンバス」によるワクチン接種の機会を提供

対象
・都内の大学に在籍する大学生等

※合宿所や学生寮等へも派遣可能

接種時期 ・個別にご相談ください

接種規模
・1日あたり最大500名（1編成

100名、最大5編成）
※予約状況により、1日あたりの接種
規模は変動いたします

 ワクチンバスのご活用をぜひご検討ください

【お問合せ先】

東京都福祉保健局感染症対策部防疫・情報管理課
新型コロナウイルスワクチン担当 ワクチンバスチーム

電話03-5320-1111   （内線）34-730・719・768



都・大規模会場における３回目接種の推進

No. 会場名

使用ワクチン

最大接種規模 備 考ファイザー モデルナ アストラゼネカ ノババックス

（1～4回目） （1～4回目） （3・4回目） （1・2回目） （1～3回目）

1 都庁南展望室 ● ● ● 1,500 回/日

予約なし接種実施

団体接種に対応

医療従事者等4回目接種開始2 行幸地下 ● ● 4,000 回/日

3 立川南 ● ● ● 1,500 回/日
自力移動困難者への接種に対応

4 三楽病院

（月・木） ● 100 回/日 親子接種を実施

（火） ● 50 回/日 順次拡大予定（最大100回/日）

（金） ● 800 回/日

都・大規模接種会場の最大接種規模 7,800 回/日

ワクチンバスによる接種（約1,000回/日）と合わせて、約9,000回/日



集団感染を防ぐためのチェックリスト

管理
監督
者

● 感染発生時の連絡・情報共有体制の構築

● 感染発生時の役割や対応方針の明確化

● 最新の情報に基づく感染対策の確認

● 日々の健康管理の徹底

● 相談体制の構築

学生

《学生寮》

☑ 寮内でもマスク着用

☑ 部屋の換気と整理整頓

☑ 食堂やお風呂の入れ替え制

☑ 手指消毒「使用」徹底の工夫

《部活動》

☑ 休憩・ミーティング時もマスク着用

☑ マスクを外すときは会話を控える

☑ バス移動時は、感染対策の徹底と、

人同士の距離を確保

管理監督者や学生を対象にした感染予防策の
ポイント等をまとめたチェックリストを作成

＜学生のみなさまへ（チェックリスト（表面））＞



エアコン使用中もこまめな換気を

混雑した時間や場所を避けて

場面に応じた正しいマスクの着用を

基本的な感染防止対策の徹底

～熱中症に注意して感染防止対策を～

「身体的距離」の確保 感染者との距離は、目安として２ｍ以上確保することが重要

「屋外」か「屋内」か
屋外では、空気の循環により、屋内と比べると感染リスクが

低い

会話の有無 会話や発声がなければ感染リスクは低下


